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経済を支える長期投資家                      
2008年 8月 1日 

「貯蓄から投資へ」の真意 

「貯蓄から投資へ」のキャッチフレーズはここ数年ですっかり国民の間にも定着してきま

した。しかしこれまではマスコミでも、これからは運用の時代、と言いつつもその目的の

本質を伝えきれていませんでしたが、このごろ少しづつ、「貯蓄から投資へ」の本旨や経済

に与える効果などを政府も経済財政白書に明示し、本質を知る心ある政治家もコメントし

始めています。 

戦後から高度経済成長に至る 20世紀の日本では、産業復興とインフラ投資に銀行や郵貯

を通じた間接金融による資金投入を図るべく、国民の金融資産は預貯金に誘導されてきま

した。モノ不足・カネ不足が前提となる経済発展段階で、日本は官主導のこの仕組みによ

り劇的な成長を遂げてきたわけです。 

21世紀に入り気が付けば、日本は紛れもなき成熟経済国家に移行していました。私たち

生活者の物質的環境はすっかり満ち足りて、テレビも車もエアコンも各家庭に揃い、公共

投資も今や無駄のオンパレード、つまりモノ余り・カネ余りの段階に到達してしまったの

です。 

この段階に至った成熟先進国日本は、国家の構造そのものを大きく改革していく必要に迫

られています。国民の実需による経済成長が機能しなくなった以上、これからは地球規模

で新興国が主導する世界の経済成長の恩恵をしっかりと享受できる経済構造への転換が、

成熟経済下の安定成長の源泉となります。 

そうした成熟経済の成長を支えるのはやっぱり国民のお金、それも投資･運用というかた

ちでダイレクトに経済へ血液として投入していくことが不可欠です。この構造改革こそが

「貯蓄から投資へ」の本旨なのです。そして1500兆円という世界に比類なき日本の個人金

融資産が日本経済を下支えし得る大きな大きな財産であることは至極納得できるはずです。 

 

生活者が求める「貯蓄から投資」 

残念ながら一般的論調としての「貯蓄から投資へ」はまだまだ短絡的に受け止められてい

ます。デイトレーディングや FX・デリバティブ絡みのヘッジファンドなどなど、預貯金か

らのシフトはすべてひっくるめて「貯蓄から投資へ」の流れとして捉えられていますが、

こうした短期投資が経済の下支えという主旨に合致した行動と言えるでしょうか。 

こうした出入りの激しいお金は日々の相場に投機的に挑むギャンブル性資金であって、経

済活動を下支えするコミットメントは求められません。もちろんこうした短期投資の繰り

返しで財産形成できるのであればそれもいいでしょう。 

成熟国家は財政赤字体質となる宿命からコスト削減を目指し、小さな政府で社会保障は縮

小し、税負担は重くならざるを得ません。一方で低成長経済下では給料は増えず、将来に

向けた財産形成への行動は、経済的自立に基づく人生設計には必須であります。 



そうした前提の基、短期投資家として勝ちを重ねて行くことが出来ない大概の生活者にと

っては、長期投資が「貯蓄から投資へ」に対する行動の答えとなるのです。 

 

長期投資の効能 

実は長期投資の実践には、経済の下支えへの貢献と自らの将来に向けた財産形成という2

つの側面に向けて同時に行動できるという効能があります。 

長期投資による財産形成とは、10年・20年・30年・・・というスパンで時間を味方につ

けてゆったりのんびり行う運用のことです。それは日々上下する相場の荒波ではなく、人

類の努力と進歩に根ざした実体経済の雄大な流れにお金を載せることです。お金を世界中

のそうした経済活動の只中に送り出して経済活動の糧とする、つまりお金にもしっかり働

きに出てもらうということで、自分のお金が働いて経済を支える役割を果たすということ

です。 

前述の通り 21世紀の日本は成熟国家です。潜在成長率は２％以下といわれています。規

制緩和と効率化への努力でこれを３％以上に引き上げていこうというのが政治主導の構造

改革の主旨なのですが、何より個人金融資産の過半を占める 780兆円の預貯金のたとえ 1

割でも長期投資のお金として日本経済に投入されたなら、どんな景気対策もかなわない需

要創出に繋がります。しかもそれは20世紀型の非効率な公共投資ではなく、株式市場を通

じて民間の企業部門に廻って有効需要の創造に貢献するのです。 

此のとき大事なことは、長期でコミットした長期投資のお金だからこそしっかり貢献出来

るのであり、活性化に繋がった経済成長の恩恵が運用リターンというかたちで私たちに戻

って来るわけです。 

長期投資はそのリターンのお金にもまたしっかりと働きに出てもらう、この循環が納得で

きて生活のリズムに溶け込んだら、豊かな気持ちでゆったり気分でのんびりと財産形成が

出来る、これこそが長期投資の真髄であり醍醐味でもあります。 

 

長期投資のちから 

私たち長期投資家にとってはここからが大切です。将来の財産形成のイメージが出来て、

将来の不安が払拭されたなら、その先の心のゆとりと時間を自分自身の豊かな精神的自立

に向けて行動することです。その結果自立した自身の姿を自立した豊かな日本社会のイメ

ージに重ね合わせた多くの生活者たちがどんどん積みあがっていったなら、政治も行政も

変えてしまうだけの市井のちからとなるはずです。 

そうして安心して信頼できる社会が実現したならば、1500兆円の個人金融資産もますま

す安心してどんどん経済に向けて動き出せるはずです。 

ひとたびこのサイクルが回り出したら、私たちは次の世代に間違いなく幸せな日本社会を

残して行くことが出来るのではないでしょうか。 

 

セゾン投信株式会社 

代表取締役社長 中野晴啓 



自分を愛し、世界を愛す 

 

             ブルームバーグ 

小笹 俊一 

 

私は、この応援レターに出てくる方々をはじめ実に色々な方々から取材で投資とは何

か」を教わって彼是８年になるが、知れば知るほど、長期か短期か、手数料が高いか安い

かよりも、まず何よりも日本が持つ膨大な資産のダイナミズムから考えるのが好きになっ

た。日本の投資家が少し為替で動いただけで、「ミセス・ワタナベ」と呼ばれ、市場関係

者から中央銀行までの関心の的になってしまう。セレントの調査によれば、ミセス・ワタ

ナベは、まだ金融資産の３％しか投資にまわしてないという。1500兆円の個人資産全体

が動くと世界に何が起こるのか。 

 

一方、世界から貧困がなくならない。大学でNGOに所属していた私は、フィリピンのス

ラムに泊めてもらったことがある。都市沿岸部の浅瀬に木を組んで作られるスラム、蚊が

多くて眠れなかった。一日中、ゴミを拾うことで生活している人を沢山見た。今、温暖化

で風水害の度に大きな被害が出ているのは、こうした沿岸部に無理やり住んでいる人たち

である。 

 

それでも私が大学の頃は、まだ日本人としては幸せだったのかもしれない。フィリピン

に居たときにはいたたまれない気持ちになったのに、「バブルでGO」の日本に帰ってく

ると、そこには全くいつもと変わらない暮らしがあった。 

 

しかし、グローバル化、ネット化で良くも悪くも世界がつながりどんどん見えやすくな

っていく。例えば今、英会話を習おうとすると1番安い方法は、なんだろう。スカイプで

フィリピン人に習うことだ。通話料は無料だし、フィリピン人の人件費は日本程ではない

のだろうから、日本の英会話学校の半分以下の価格で習えてしまうことすらある。英会話

学校だけでなく、グローバル企業のコールセンターが集まるフィリピンは、私の大学時代

と比べると見違えるほど発展した。「経済は生き物」だ。人が豊かになりたいと思い走り

始めた時のダイナミズムは、すさまじい。 

 

でも一方、日本で英語を教えていた人たちの職はどうなるのだろう。そうなのだ。新興

国の発展は日本の発展とトレードオフになる面があるのだ。実は、決してこれは新しい問

題ではない。 

戦後日本で早々に自由化した産業のひとつに林業がある。自由化から50年で何が起こ



ったか。国際価格で勝てない日本の山では木が切り出されないだけではなく間伐すらでき

ず、日本中の山に針葉樹林の在庫がつみあがっている。密植しているので、地すべり、土

木流も起こりやすい。頻発するようになった日本の森林地帯の土木流というのは、財務諸

表的に考えると国産材在庫の評価損計上なのである。随分危険な評価損が、今、日本のあ

ちこちで計上されている、これもまた、深刻な問題だ。 

 

このように、時に暴力的に、私たちの経済活動を変えさせてしまうグローバル化である

が、おかげで私たちは、この20年、殆ど物価があがることを心配せずに暮らしを営んで

きた。グローバル化でデフレを輸入してきたのだ。多くの人達は意識しなかったのだろう

が、日本は、色々な選択肢の中から、今の生活を選び、クオリティオブライフを勝ち取っ

てきたのだ。ただ、前述したように、それは、ある面に犠牲を強いるものであったし、ま

だまだ改善の余地がある。このように自覚し意識が覚醒すると、そこで始めて、自分の時

間やお金のアロケーションが決まってくる。 

 

自分で決めることは、たしかに、慣れるまでは大変かもしれない。しかし、自分のこと

はもちろん、まわりのこと、そして世界中をどう幸せにできるかと真剣に考え始めてみよ

うと掻き立てられるものがないか。今、世界中に巻き起こる長期投資のムーブメントとい

うのは、そうした人たちが考えた数あるソリューションのひとつだと私は思っている。 

 

最近、「セゾン資産形成の達人ファンド」に組み入れられているTMA長期投資ファンド

やニッポン・コムジェスト・ヨーロッパ・ファンドが大量保有しているダノンが、夏の間、

面白いキャンペーンをしているのに気がついた。ダノンの主力商品であるフランスのミネ

ラルウォーター、ボルヴィックを１リットル買うと、ユニセフに頼んでアフリカで10リ

ットル分の井戸を掘るという。水を買うなら、日本の森林涵養につながる日本の水を買お

うと考えてきた私も、こうなると、日本の水を買おうかフランスの水を買おうか迷ってし

まう。SRI（社会的責任投資）などといって企業が社会的責任を果たさずに利益を出すの

が許されなくなる21世紀には、投資、消費、寄附の一体化が進むのが必至である。あな

たは、最早、自らの一挙手一投足を自らで決めずにはいられないのである。 

 

執筆者プロフィール 

小笹俊一（おざさ・しゅんいち）             

92年 NHK（日本放送協会）入局。ラジオアングル「歌は国境を超えて」で 

ABUアジア太平洋放送連合コンクール奨励賞受賞。00年ブルームバーグ入社、 

企業経営者、市場関係者のインタビューを担当。 



 セゾン投信の素顔 

既に口座の開設をいただいた方含め、我々の取組みに興味や関心を持って見守っていただ

いている方へのメッセージ発信の場として「セゾン投信の素顔」を掲載しております。 

ここでは、セゾン投信で働くメンバーが日々感じたり考えたりしていることを紹介してい

ます。セゾン投信で熱い思いを抱いて働いている私たちの人となりを少しでも感じていた

だければ幸いです。 

 

「大切なこと」 

先日、仕事帰りいつものように池袋駅の中を歩いていると切符売り場の前に一羽のハトが

いました。よく見ると、片足をケガしていて、駅のかなり奥まで入ってきてしまっている

ため、自力で外には出られない様子でした。「なんでこんなところにいるのだろう。外に出

られるのかなぁ。」家路を急ぐたくさんの人の横にたった一羽で片足を引きずりながらエサ

を探す姿はとても痛々しく切ない光景でした。 

翌朝、気になって昨日の切符売り場の前を通ると、そのハトはいました。しかし、その日

は一人（羽）じゃなかった。三羽いました。寄り添うように。 

「仲間がいたんだぁ。」安心しました。心が温かくなりました。「ハトたちもきっと助け合

って生きているんだなぁ。」 

 

人間も一人では生きていけません。誰かを支え、支えられて生きています。当たり前のこ

となのに忘れていました。いろんな人に助けてもらって今生きていることを忘れず、周り

の人たちへの感謝の気持ちを大切にしよう。 

そしてみんながそう思えれば、悲しい事件もなくなりきっとよい社会になるのでは… 

 

ハトたちに大切なことを思い出させてもらった朝でした。 

        ┃畑中 由美子┃ 

 

「内閣改造」 

内閣改造が実施されました。21世紀に入り、日本は大きな転換点にいます。政治は今ま

さに混沌の中にありますが、むしろ今回の改造内閣からは変化に向けたエネルギーの高ま

りを実感すべきでしょう。 

解散総選挙の時期が近づいたと感じられます。次の衆院総選挙は日本にとってのターニン

グポイントになるでしょう。その先のパラダイムシフトも視野に入れ、日本の「CHANGE」

がますます楽しみになってきました。朝倉総理は一体いつ現れるのでしょうか？ 

        ┃中野 晴啓┃ 

 

 

 



「現代美術」 

先日東京都現代美術館に行ってきました。現代美術は鑑賞の仕方が分からず、アートとし

て心に響くものが感じられないため、正直いって興味の持てない分野なのですが、今回は

美術館が建つ木場公園の近くでランチをしたついでにお散歩がてら立ち寄ってみました。

毎日14：00から「現代美術はちょっと難しそう。どうやって鑑賞したらいいんだろう？」

という方のために、ボランティアガイドが約１時間程度で常設展示の作品を解説してくれ

るギャラリートークツアーが開催されており、「これは私にぴったり！」と現代美術の世界

に足を踏み入れてみたのです。確かに自分ひとりで鑑賞したのでは何だか分からない作品

が、解説を聞くことで作家の意図や作品の意味が分かり大変楽しい時間を過ごすことがで

きました。ただ、まだ作品を「感じる」ところまでは到達できず、着眼点などに関心する

ものの、残念ながら何がアートなのかを理解することはできませんでした。 

「そしてタコに東京観光を贈ることにした」という映像作品がありましたが、これは明石

の海で育ったタコを東京に連れてきて、通常だとそこで食べられて終わってしまうところ

をまた明石の海に戻してあげるという一連の時間をフィルムに収めた作品。解説を聞いて

作品の意図は分かったものの、「なぜこれが芸術作品になるのだろう？？」と思ってしまっ

た次第です（作家の方ごめんなさい）。 

最後にガイドさんから一言、「現代美術の魅力は、見た人がいかようにも解釈できること。

今日の解説はその一例にしか過ぎず、皆さんなりの見方を楽しんでください。」うーん、や

っぱり現代美術って難しい。     ┃佐藤 恭子┃ 

 

「夏休み」 

この暑い夏休みは皆様はどのようにお過ごしですか？ 

私は、先週の土日に、土曜日は毎年恒例の主人の地元の花火、日曜日は今住んでいるとこ

ろから車で３０分ほどのところにある自然の村公園へ行ってきました。 

花火は主人の実家の親孝行を兼ねて毎年行っているのですが、寝転がって真下から見る花

火もなかなか良いですよ。今年のテーマは、富士山やオリンピックを意識したものだった

とか、でも、ハートや一回だけドラえもんが出てきたりして、子供はそれを見つけたとき

は、すごくうれしそうでした。 

次の日に行った自然の村公園は、近くにキャンプ場や釣りを楽しむ川が流れているような

自然の中にあるところで、一瞬私の田舎から足を伸ばした耶馬渓あたりの山奥に迷い込ん

だ錯覚をおこしたくらい、懐かしい光景がそこにはありました。家族で、夢中になって稚

魚やザリガニを捕まえたり、川の中で泳いだり、セミやカブトムシを探したり、暑かった

けどすごく楽しかったです。去年から家の近くで捕まえて育てている卵から成虫に孵った

カブトムシ（１００匹近くはいたかも）を自然に帰すことができて、子供にとっては何か

を感じた夏ではなかったでしょうか。 

帰り道、子供が「次のお休みはどこに行こうか？」と元気よく聞いてきたときには、さす

がにパパもママも、「・・・」でしたが、次の休暇にも、近くの海に行こうかと、苦笑。 

海外では一ヶ月以上バカンスが取れたりするので、のんびりと旅行とかもありですが、ガ

ソリン高騰や物価高のこの折、近場でこのように過ごすのも、なかなか経済的にもお勧め

ですよ。 

暑い夏。何かが少しずつ変わり始めている気がするのは私だけでしょうか・・・。 

           ┃遠藤 さとみ┃ 



セミナー情報 

 

セゾン投信が運用する商品について【オンラインセミナー】  

2008年8月26日（火）20：00～20：45 

講師：当社運用部社員 

定員：50名（先着順） 

費用：無料 

受講方法：セゾン投信ホームページ「セミナー情報」に当日アクセスしてください。事前にお申

込みいただく必要はございません。 

 

セミナーの詳細、お申込につきましては当社ホームページから「セミナー情報」をご覧ください。     
URL http://www.saison-am.co.jp  
セミナーに関するお問合せ先 
セゾン投信お客様窓口 TEL 03-3988-8668（9:00～17:00 土日祝、年末年始を除く） 
 

 

 

＜セゾン投信役職員が講師として参加予定のセミナー＞ 

 

あなたも長期投資のスタートラインに立ってみない会 ～長期投資で10年後を考えてみよう♪～  

日時：2008年8月23日（土）13：30～16：00   

会場：倉敷芸文館 202会議室（住所：岡山県倉敷市中央1丁目18番1号） 

定員：100名(先着順) 

会費：1,000円 

プログラム 

第一部 「長期投資ってどういうものなんだろう？今世界は・日本はどんなになっているのか？

（仮）」 

講師 森本新兒氏（かいたく投信株式会社 代表取締役） 

      中野晴啓（セゾン投信社長） 

 

第二部 「長期投資で10年後・20年後を考えてみよう（仮）」 

講師 森本新兒氏（同上） 

      石井達也氏 

      中野晴啓（同上） 

参加ご希望の方は下記内容をご記入のうえe-mailでお申込ください。 

担当：石井様 

e-mail：shadow_fly_back7@mx6.kct.ne.jp 

1）お名前 2)ご住所 3）お電話番号 

 

お金と未来について考えるセミナー ～はじめよう、長期投資で豊かで住みよい世の中作り～  

日時：2008年8月24日（日）13：30～16：00   

会場：サンピーチ岡山 ピーチホール（住所：岡山市駅前町2－3－31） 

定員：150名(先着順) 

会費：1,000円 

 

 

 



 

内容 

 □ なぜ今、長期投資が必要か？ 

 □ 長期投資と経済・社会との関わり 

 □ 投資を始めるにあたって考えるべきこと、原資のつくり方 

 □ 運用商品の選び方 

 □ 質疑応答  

講師 森本新兒氏（かいたく投信株式会社 代表取締役） 

      中野晴啓（セゾン投信社長） 

お問合せ： 有限会社ビーンズ・パートナー 

   TEL：０８６－２８２－４３８９ FAX：０８６－２８２－８８３５ 

 

語り合おう！真っ当な長期投資とその先の可能性について！  

日時：2008年8月30日(土) 13:30～16:30 (開場13:10)   

会場：浦和コミュニティセンター(浦和パルコ９Ｆ) 

定員：100名（先着順） 

費用：チャリティセミナーです。受付にてお気持ちをお支払いください。 

プログラム 

前半：パネルディスカッション 

後半：質疑応答 

講師：仲木威雄氏（さわかみ投信株式会社 執行役員） 

      西生智久氏（楽知ん投信株式会社 代表取締役） 

      中野晴啓（セゾン投信社長） 

お申込み方法： 本セミナーは当社ホームページ、「セミナー情報」よりお申込みください。 

 

詳しくは当社ホームページから「セミナー情報」をご覧ください。 

 

 
ご留意事項 

上記セミナーにおきまして、セゾン投信が設定、運用、販売を行う投資信託の勧誘を行うことが

あります。投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので基準価額は変動します。その結

果、購入時の価額を下回ることもあります。また、投資信託は、銘柄ごとに設定された信託報酬

等の諸経費がかかります。各投資信託のリスク、費用については投資信託説明書（交付目論見書）

に詳しく記載されております。ご購入に際しては、必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容

をご確認いただき、ご自身でご判断ください。 

 

よくあるご質問 

 

Ｑ：セゾン投信では積立以外の方法で投資信託を購入することはできますか？ 

Ａ：スポット購入でご購入いただけます。 
  まとまったご資金がある場合はスポット購入で随時、投資信託をご購入いただくことができ

ます。その際には、「口座開設完了のご通知」に記載された「当社への振込先口座」へ事前に

お振込みいただき、インターネットまたはお電話でご注文ください。 
  スポット購入は 10,000 円以上 1 円単位でご購入いただけます。（当日注文は 14 時までとな
ります） 

 
 



Ｑ：家族2人分の購入代金をまとめて振込むことはできますか？ 

Ａ：当社ではお客様ごとに振込先の口座番号を割当てさせていただいております。投資信託のご

購入代金をお振込みいただく際には、必ず「口座開設完了のご通知」をご覧いただき、口座

名義人様ごとにお振込みいただきますようお願いいたします。 
口座名義人様と異なるお名前でお振込みいただいた場合、お振込みいただきました金融機関

でお客様ご自身で組戻しのお手続をいただく必要がございます。 
 

Ｑ：ログインパスワードを忘れてしまったのですがどうしたらいいですか？ 

Ａ：ログインパスワードをお忘れの場合は当社お客様窓口までお問合せください。 
 
Ｑ：メールアドレスを登録するとどのような情報が送られてくるのですか？ 

Ａ：メールアドレスをご登録いただきますと、当社から「運用レポート更新情報」や「セミナー

のご案内」のメールを配信いたします。 
メール配信をご希望のお客様は「セゾン投信ネット取引」にログイン後、「口座管理」⇒「登

録情報一覧・書類請求」とお進みいただき、メールアドレスをご登録ください。また、「案内

メールの配信設定」を「要」にしていただく必要がございます。 
 

 

＜お問合せ先＞ セゾン投信お客様窓口  
  TEL：０３－３９８８－８６６８（９：００～１７：００ 土日祝、年末年始を除く） 
 
 
□買付・解約 受付不可日のお知らせ（２００８年８月５日～１０月末日）  

 
下記は 2008 年 8月 5 日現在の当社取扱いファンドの休日（海外休日等）の情報です。当該海外
休日等は日本の営業日の場合でも、信託約款に定める申込不可日としてご注文を受付することが

できません。当該海外休日等にいただいたご注文は、「翌営業日」を注文日として承ります。 
※下記は信頼できると思われる資料に基づいて作成されていますが、その正確さや完全さに対す

る責任を当社が負うものではありません。各地の休業日は都合により変更されることがあり、

下記もこれを反映すべく予告なしに変更される場合がありますので予めご了承下さい。 
 
セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド 9/1（月）、10/27（月） 
セゾン資産形成の達人ファンド 8/25（月）、9/1（月）、10/27（月） 
 
セゾン投信 会員数 （2008 年７月末日）  29,230 口座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TOPICS： 

今月は1,300名を超える方から当社の口座を新

たに開設いただきました。間もなく３万口座で

す！ 

 

当社は昨年 10月より法人名義での口座開設も

行っております。様々な地域、業種、規模の法

人のお客様より、こちらは累計で 22件の開設

をいただいております。 

 

年代別（口座）

19歳以下,

1.7
20代, 12.4

30代, 37.1

40代, 24.6

50代, 15.5

60代以上,

8.8

※法人口座データ除く 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※法人口座データ除く 

当社のファンドに係る費用について 
お客様には以下の費用をご負担いただきます。 

 

＜セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド＞ 
◆ 申込時に係る費用 
申込手数料はかかりません。 
◆ 解約時に係る費用 

解約手数料はかかりません。なお、解約受付日の翌々営業日の基準価額に対して0.1％の信託財産留保額
が控除されます。 
◆ 保管期間中に間接的にご負担いただく費用 
┃信託報酬┃ 
ファンドの純資産総額に年 0.4935%（税抜 0.47%）の率を乗じて得た額とします。その他投資対象である
投資信託証券において信託報酬がかかります。当該信託報酬も間接的に受益者の方にご負担いただく費用

となりますので、実質的な信託報酬は、年0.77％±0.02％（概算）となります。 
┃その他費用┃ 
信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用（有価証券の売買の際に発生する手数料や、有価
証券の保管に要する費用等を含む）、監査報酬（消費税含む）、立替金の利息等が信託財産の中から差し引
かれます。なお、当該その他費用については、運用状況により変動するものであり、事前に計算方法、上
限額等を示すことが出来ません。 

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 
 
＜セゾン資産形成の達人ファンド＞ 
◆ 申込時に係る費用 
申込手数料はかかりません。 
◆ 解約時に係る費用 

解約手数料はかかりません。なお、解約受付日の翌々営業日の基準価額に対して0.1％の信託財産留保額
が控除されます。 
◆ 保管期間中に間接的にご負担いただく費用 
┃信託報酬┃ 
ファンドの純資産総額に年0.567%（税抜0.54%）の率を乗じて得た額とします。その他投資対象である投
資信託証券において信託報酬がかかります。当該信託報酬も間接的に受益者の方にご負担いただく費用と

なりますので、実質的な信託報酬は、年1.3％±0.2％（概算）となります。 
┃その他費用┃ 
信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用（有価証券の売買の際に発生する手数料や、有価
証券の保管に要する費用等を含む）、監査報酬（消費税含む）、立替金の利息等が信託財産の中から差し引
かれます。なお、当該その他費用については、運用状況により変動するものであり、事前に計算方法、上
限額等を示すことが出来ません。 

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 
 

※法人口座データ除く 
当社のファンドに係るリスクについて 
 

当社の運用、販売するファンド（以下、当ファンド）はファンド・オブ・ファンズであり、主として投資信
託証券に投資を行います。当ファンドは、株式や公社債を実質的な主要投資対象としており、株式や公社債
の投資に係る価格変動リスクを伴います。一般に、株式の価格は個々の企業の活動や業績、市場・経済の状
況等を反映して変動し、また、公社債の価格は市場金利の変動等を受けて変動するため、当ファンドはその
影響を受け、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また当ファンドは外貨建資産に投資し、原則
として為替ヘッジを行いませんので、為替変動の影響を受け、基準価額が下落し、損失を被ることがありま

す。 
したがって、ご投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被
り、投資元金が割り込むことがあります。 
当ファンドの基準価額の変動要因としては、主に「価格変動リスク」や「為替変動リスク」、「カントリーリ
スク」、「信用リスク」、「流動性リスク」などがあります。 
※ 詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 


